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は
じ
め
に

京
都
市
の
西
の
端
、
京
都
府
京
都
市
西
京
区
嵐
山
中
尾
下
町
に
大
悲
閣
は
あ
る
。
正
式
に
は
嵐
山
大
悲
閣
千
光
寺
と
い
い
、
黄
檗
宗
の
寺
院
で
あ
る
。

『
続
・
京
都
史
跡
事
典
』
に
よ
る
と
、

初
め
天
台
宗
、
文
化
五
年
以
降
黄
檗
宗
、
本
尊
は
恵
心
僧
都
作
と
伝
え
る
千
手
観
音
で
あ
る
。

千
光
寺
は
も
と
清
涼
寺
の
西
方
中
院
（
右
京
区
嵯
峨
釈
迦
堂
門
前
南
中
院
町
）
に
あ
っ
て
、
後
嵯
峨
天
皇
の
祈
願
所
で
あ
っ
た
が
長
ら
く
衰
退

し
て
い
た
。

慶
長
十
一
年
（
一
六
〇
六
）
に
保
津
川
開
削
に
成
功
し
た
嵯
峨
の
土
倉
業
、
角
倉
了
以
が
同
十
九
年
に
現
在
地
へ
移
し
、
大
悲
閣
を
建
立
し
、

二
尊
院
の
道
空
了
椿
を
請
じ
て
中
興
の
開
山
と
し
た

）
1

（
注

。

と
あ
る
。
ま
た
「
了
以
自
身
も
大
悲
閣
に
住
み
開
削
し
た
諸
川
の
通
舟
の
便
益
を
念
じ
た
と
い
わ
れ
る
」
と
い
う

）
2

（
注

。

渡
月
橋
を
渡
り
、
保
津
川
沿
い
の
道
を
歩
く
と
、
大
悲
閣
の
入
り
口
が
現
わ
れ
る
。
こ
の
大
悲
閣
の
入
り
口
に
松
尾
芭
蕉
の
句
碑
が
建
っ
て
い
る
。

表
面
に
は
「
花
の
山　

二
町
の
ぼ
れ
は　

大
悲
閣
」
と
い
う
句
と
「
は
せ
を
」
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
裏
面
に
は
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
句

碑
が
建
立
さ
れ
た
経
緯
や
建
立
者
の
氏
名
な
ど
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

句
碑
に
刻
ま
れ
た
「
花
の
山　

二
町
の
ぼ
れ
は　

大
悲
閣
」
は
芭
蕉
研
究
者
た
ち
に
よ
れ
ば
「
存
疑
句
」
と
さ
れ
て
い
る

）
3

（
注

。「
存
疑
句
」
と
は
穎
原

退
蔵
が
初
め
て
用
い
た
用
語
で
、「
諸
書
に
芭
蕉
の
作
と
し
て
傳
へ
ら
れ
て
居
る
が
、
な
ほ
十
分
確
實
と
し
難
い
」
句
の
こ
と
で
あ
る

）
4

（
注

。
こ
の
句
に
対

す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
の
竹
内
千
代
子
に
よ
る
「
芭
蕉
の
存
疑
句
」
が
挙
げ
ら
れ
る

）
5

（
注

。
こ
の
論
文
は
井
上
重
厚
が
天
明
七

年
（
一
七
八
七
）
に
著
し
た
『
も
と
の
水
』
掲
載
の
「
芭
蕉
の
存
疑
句
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。「
花
の
山
」
の
句
に
つ
い
て
も
、
詠
ま

れ
た
と
さ
れ
る
年
代
、
詠
ま
れ
た
季
節
、
そ
の
時
期
の
芭
蕉
の
行
動
か
ら
、
実
作
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る

）
6

（
注

。

本
稿
で
は
こ
う
し
た
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、
芭
蕉
句
碑
を
足
掛
か
り
と
し
て
、「
花
の
山
」
の
句
を
伝
承
文
学
的
に
考
察
し
て
い
く
こ
と
が
目
的
で

あ
る
。
芭
蕉
句
碑
は
単
に
、
刻
ま
れ
た
芭
蕉
の
句
と
建
立
者
、
建
立
年
が
明
ら
か
に
な
る
だ
け
の
遺
物
で
は
な
い
。
な
ぜ
こ
の
場
所
に
句
碑
が
建
て
ら

れ
た
の
か
。
な
ぜ
こ
の
句
が
選
ば
れ
た
の
か
。
な
ぜ
現
在
ま
で
こ
の
句
碑
が
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
か
。
そ
こ
に
は
芭
蕉
句
碑
に
関
わ
る
人
々
の
想
い

110

嵐
山
と
松
尾
芭
蕉
―
大
悲
閣
に
あ
る
松
尾
芭
蕉
の
句
碑
を
基
に
し
て
―

玉　

水　

洋　

匡
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が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。「
花
の
山
」
の
句
の
伝
承
と
そ
れ
に
伴
う
句
碑
の
存
在
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
伝
承
文
学
研
究
の
一
領
域
と
し
て
、

「
花
の
山
」
の
句
が
生
ま
れ
、
当
該
地
域
に
定
着
し
、
芭
蕉
句
碑
を
建
立
す
る
こ
と
で
「
花
の
山
」
の
句
に
ま
つ
わ
る
伝
承
が
権
威
づ
け
ら
れ
て
い
っ

た
筋
道
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

一
　
江
戸
期
に
お
け
る
﹁
花
の
山
﹂
の
句

江
戸
時
代
に
お
い
て
、「
花
の
山
」
の
句
は
俳
書
に
た
び
た
び
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
は
じ
め
に
「
花
の
山
」
の
句
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
天
明

七
年
（
一
七
八
七
）
に
井
上
重
厚
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
『
も
と
の
水
』
で
あ
る
。『
も
と
の
水
』
の
内
題
に
は
「
芭
蕉
翁
發
句
集
」
と
あ
り
、「
嵐

や
ま
」
と
い
う
前
書
に
続
け
て
「
花
の
山
二
町
の
ぼ
れ
は　

大
悲
閣
」
と
書
か
れ
て
い
る

）
7

（
注

。
井
上
重
厚
は
『
俳
諧
人
名
辞
典
』
に
よ
る
と
、「
去
来
の

外
戚
に
当
る
と
い
う
。
京
都
の
人
。
蝶
夢
の
門
人
で
、
初
め
柳
巣
と
号
し
た
。
明
和
七
年
一
七
七
〇
に
洛
西
嵯
峨
弘
源
寺
跡
に
落
柿
舎
を
再
興
し
て
住

み
、
落
柿
舎
重
厚
と
称
し
」
た
と
い
う

）
8

（
注

。
師
匠
の
蝶
夢
は
「
京
都
の
人
。（
中
略
）
宝
暦
六
年
一
七
五
六
に
帰
白
院
十
一
世
の
住
職
に
な
り
、
そ
の
頃

す
で
に
蕉
風
復
興
の
意
あ
り
、
蕉
門
の
俳
書
を
研
究
し
知
名
俳
人
と
の
交
わ
り
が
広
か
っ
た
」
と
い
う

）
9

（
注

。
こ
の
よ
う
に
蝶
夢
は
芭
蕉
研
究
に
情
熱
を
そ

そ
い
だ
人
物
で
あ
り
、
弟
子
で
あ
る
重
厚
も
そ
の
遺
志
を
受
け
継
い
で
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
に
虬
戸
庵
素
綾
に
よ
っ

て
ま
と
め
ら
れ
た
『
風
羅
袖
日
記
』
で
は
、「
元
禄
四
未　

春
の
部
」
に
収
め
ら
れ
、「
あ
ら
し
山
に
て
」
の
前
書
と
「
華
の
山　

二
町
の
ぼ
れ
は　

大

悲
閣
」
と
書
か
れ
て
い
る

）
10

（
注

。
続
い
て
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
に
古
学
庵
仏
兮
ら
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
『
俳
諧
一
葉
集
』
で
は
、「
春
の
部
」
に

収
め
ら
れ
、「
嵐
山
」
の
前
書
と
「
花
の
山
二
丁
の
ぼ
れ
は
大
悲
閣
」
と
書
か
れ
て
い
る

）
11

（
注

。
そ
し
て
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
に
月
院
社
何
丸
に
よ
っ

て
ま
と
め
ら
れ
た
『
芭
蕉
翁
句
解
参
考
』
で
は
「
春
」
の
巻
に
収
め
ら
れ
、「
あ
ら
し
山
に
て
」
の
前
書
と
「
花
の
山
二
丁
の
ほ
れ
は
大
悲
閣
」
と
書

か
れ
て
い
る

）
12

（
注

。
さ
ら
に
句
の
後
に
は
次
の
よ
う
な
考
察
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

愚
考
嵐
山
の
櫻
に
て
亀
山
帝
の
御
時
吉
野
よ
り
う
つ
し
植
玉
へ
る
名
花
な
り
此
句
の
意
に
て
山
に
て
尋
常
の
山
な
れ
と
も
名
花
の
種
を
う
つ
し
植

た
る
故
に
花
の
山
と
し
て
花
を
題
に
取
て
作
り
た
る
な
り
よ
し
の
山
に
て
山
か
名
山
な
れ
は
い
か
な
る
櫻
を
植
て
も
土
目
の
上
品
威
か
故
皆
名
花

に
な
る
事
な
り
爰
に
於
て
吉
野
の
句
に
て
山
櫻
と
山
を
重
に
作
り
た
る
な
り
猶
こ
の
大
悲
閣
を
結
ひ
入
た
る
譯
に
て
前
の
櫻
の
句
の
解
に
て
ら
し

合
せ
て
其
對
句
の
妙
く
の
意
味
を
し
る
へ
し）

13

（
注

何
丸
は
「
花
」
に
対
し
て
主
に
考
察
を
行
な
っ
て
い
て
、
大
悲
閣
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
て
い
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
江
戸
時
代
に
お
い
て
、「
花
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の
山
」
の
句
が
芭
蕉
作
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
分
か
る
。
し
か
し
初
め
て
出
て
く
る
の
は
、
芭
蕉
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
約
百
年
後
で
あ
る
。
ま
た

俳
書
の
記
述
だ
け
で
は
、
な
ぜ
「
花
の
山
」
の
句
に
大
悲
閣
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
か
、
判
然
と
し
な
い
。

江
戸
時
代
に
お
い
て
は
、
俳
書
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
随
筆
が
編
ま
れ
た
。
随
筆
の
中
に
は
名
所
に
関
す
る
記
述
や
俳
諧
の
掲
載
が
た
び
た
び
行

な
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
大
悲
閣
に
関
し
て
記
述
し
て
い
る
随
筆
の
中
に
、「
花
の
山
」
の
句
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
を
調
べ
た
。
結
論
と
し
て
は
管

見
の
限
り
、
記
述
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
山
口
敬
太
ら
は
「
近
世
の
紀
行
文
に
み
る
嵯
峨
野
に
お
け
る
風
景
の
重
層
性
に
関
す
る
研
究
」
に
お
い
て
、

江
戸
時
代
の
紀
行
文
・
見
聞
録
の
な
か
か
ら
京
都
に
つ
い
て
書
か
れ
た
部
分
を
抄
録
し
た
『
史
料
京
都
見
聞
記
』
一
〜
三
巻
の
う
ち
、
嵯
峨
野
に
関
す

る
風
景
記
述
が
み
ら
れ
た
二
十
二
編
の
紀
行
文
を
資
料
と
し
て
考
察
し
て
い
る

）
14

（
注

。
そ
の
う
ち
大
悲
閣
は
一
編
だ
け
と
し
て
い
る

）
15

（
注

。
実
際
に
確
か
め
て
み

る
と
、『
史
料
京
都
見
聞
記
』
一
〜
三
巻
全
五
十
五
編
の
う
ち
、
嵯
峨
野
に
関
す
る
記
述
は
二
十
四
編
あ
っ
た

）
16

（
注

。
そ
の
う
ち
大
悲
閣
に
関
す
る
記
述
は

三
編
見
つ
か
っ
た

）
17

（
注

。
ま
ず
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
以
降
に
黒
川
道
祐
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
、『
近
畿
歴
覧
記
』
で
は
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）

九
月
の
条
に
「
嵯
峨
行
程
」
が
書
か
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
大
悲
閣
の
記
述
が
あ
る

）
18

（
注

。
こ
こ
で
は
大
悲
閣
を
建
立
し
た
の
は
、
角
倉
了
以
で
は
な
く
息
子

の
素
庵
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
角
倉
了
以
に
関
す
る
石
碑
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、「
花
の
山
」
の
句
や
芭
蕉
に
つ
い
て
は
触

れ
ら
れ
て
い
な
い

）
19

（
注

。
次
に
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
に
津
村
淙
庵
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
『
思
出
草
』
で
あ
る
。『
思
出
草
』
に
は
「
大
悲
閣
と
て

角
倉
了
意
か
た
て
け
る
寺
あ
り
。
つ
き
鐘
か
け
た
る
う
へ
の
岡
に
羅
山
道
春
の
か
け
る
石
ふ
み
あ
り
、
了
意
か
あ
り
し
世
の
い
さ
ほ
し
こ
ま
や
か
に
し

る
し
つ
け
た
り
」
と
書
か
れ
て
い
る

）
20

（
注

。
大
悲
閣
を
建
立
し
た
の
は
角
倉
了
以
で
あ
る
こ
と
、
角
倉
了
以
に
関
す
る
石
碑
が
あ
る
こ
と
は
書
か
れ
て
い
る

が
、
や
は
り
「
花
の
山
」
の
句
や
芭
蕉
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
最
後
に
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
に
西
澤
一
鳳
軒
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ

た
『
綺
語
文
章
』
で
あ
る
。『
綺
語
文
章
』
に
は
「
大
悲
閣
に
は
恵
心
の
作
の
千
手
観
音
を
安
置
し
、
傍
に
角
倉
了
以
の
像
、
七
十
有
余
の
相
、
法
体

衣
を
著
し
、
手
に
石
割
斧
を
持
、
片
膝
を
立
て
円
座
の
上
に
坐
す
。
碑
石
は
林
道
春
の
撰
に
て
左
り
側
に
有
り
、
寛
永
六
年
冬
と
誌
す
、
二
百
二
十
余

年
の
昔
也
」
と
書
か
れ
て
い
る

）
21

（
注

。
大
悲
閣
の
建
立
者
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
が
、
角
倉
了
以
の
像
の
こ
と
、
角
倉
了
以
に
関
す
る
石
碑
に
つ
い
て
の

記
述
は
あ
る
。
一
方
で
や
は
り
「
花
の
山
」
の
句
や
芭
蕉
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
随
筆
で
は
な
い
が
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
に
秋
里

籬
島
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
『
都
名
所
図
会
』
巻
之
四
「
右
白
虎
」
に
も
大
悲
閣
の
記
述
は
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
あ
ら
し
山
の
麓
に
道
あ
り
て
渡
月

橋
よ
り
七
町
ば
か
り
西
な
り　

本
尊
観
音
の
立
像
に
し
て
恵
心
の
作
な
り　

角
倉
了
意
が
碑
あ
り
」
と
書
か
れ
て
い
る

）
22

（
注

。
や
は
り
本
尊
や
角
倉
了
以
に

関
す
る
石
碑
の
記
述
だ
け
で
、「
花
の
山
」
の
句
や
芭
蕉
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

つ
ま
り
管
見
の
限
り
で
は
あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
「
花
の
山
」
の
句
に
関
す
る
記
述
は
俳
書
だ
け
に
留
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
に
記
録
し

て
い
る
書
物
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
状
況
が
大
き
く
変
わ
る
の
は
明
治
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
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二
　﹁
花
の
山
﹂
の
句
碑
建
立
と
﹁
洛
西
嵐
山
大
悲
閣
眺
望
之
圖
﹂
の
作
成

江
戸
時
代
で
は
俳
書
だ
け
に
見
ら
れ
た
「
花
の
山
」
の
句
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
通
り
大
悲
閣
の
入
り
口
に
は
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
建
立

さ
れ
た
句
碑
が
あ
る
。
裏
面
に
は
句
碑
が
建
立
さ
れ
た
経
緯
や
建
立
者
の
氏
名
な
ど
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
碑
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

此
芭
蕉
翁
句
直
下
花
字
澹
乎
若
無
意
起
雅
切
即
十

五
字
皆
靈
活
洵
爲
絶
唱
凡
諸
名
勝
有
翁
句
則
刻
石
以

傳
此
勝
無
之
爲
憾
乃
大
悲
閣
主
角
倉
關
岳
興
俳
諧
者
流
村
上
碵

水
杳
藤
雨
村
岡
如
山
小
山
泰
山
相
共
謀
之
四
方
同
志
者
得
若
干

資
都
下
人
某
々
亦
頗
有
助
以
建
之
且
爲
下
登
之
閣
之
道
標

明
治
十
一
年　

三
月　
　

信
天
翁
山
中
獻
諡

こ
の
碑
文
に
『
嵯
峩
誌
』
を
参
考
に
訓
点
と
句
読
点
を
施
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

此
芭
蕉
翁
句
、
直
下
二
花
字
一
澹
乎
。
若
レ
無
レ
意
、
起
レ
雅
切
、
即
十

五
字
皆
靈
活
、
洵
爲
二
絶
唱
一
。
凡
諸
名
勝
、
有
二
翁
句
一
則
刻
レ
石
以

傳
。
此
勝
無
レ
之
爲
レ
憾
。
乃
大
悲
閣
主
角
倉
關
岳
、
興
二
俳
諧
者
流
・
村
上
碵

水
・
杳
藤
雨
村
岡
如
山
・
小
山
泰
山
一
、
相
共
謀
二
之
四
方
同
志
者
一
、
得
二
若
干

資
一
、
都
下
人
某
々
亦
頗
有
レ
助
、
以
建
レ
之
。
且
爲
下
登
二
之
閣
一
之
道
標
上
。

明
治
十
一
年　

三
月　
　

信
天
翁
山
中
獻
諡

）
23

（
注　

碑
文
を
解
釈
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
の
芭
蕉
翁
の
句
は
、
花
の
字
の
す
ぐ
下
は
、
あ
っ
さ
り
と
し
て
い
る
。
意
味
が
無
い
よ
う
で
あ
る
が
、
興
趣
が
立
ち
上
が
り
切
れ
、
つ
ま
り

十
五
字
す
べ
て
が
活
力
を
与
え
、
本
当
に
絶
唱
と
な
っ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
名
勝
で
、
翁
の
句
が
あ
り
石
に
刻
む
こ
と
で
伝
え
て
い
る
。
こ
の
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名
勝
で
は
碑
が
無
く
心
残
り
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
大
悲
閣
主
の
角
倉
關
岳
は
、
俳
諧
者
で
あ
る
村
上
碵
水
や
小
山
泰
山
と
と
も
に
、
周
り
の
同
志

と
計
画
し
、
少
し
の
資
金
も
得
て
、
都
の
人
々
の
協
力
も
得
て
、
こ
の
碑
を
建
立
し
た
。
ま
た
大
悲
閣
に
上
る
道
標
と
な
る
。

明
治
十
一
年　

三
月　

信
天
翁
山
中
獻
諡

つ
ま
り
前
半
は
「
花
の
山
」
の
句
の
よ
さ
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
他
の
地
域
の
名
勝
に
は
、
芭
蕉
の
句
が
知
ら
れ
句
碑
も
存
在
し
て
い
る
の
に
、

大
悲
閣
に
は
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。
次
に
句
碑
の
建
立
を
計
画
し
た
の
は
、
当
代
の
大
悲
閣
の
主
で
あ
っ
た
角
倉
關
岳
だ
と
分
か
る
。『
国
史
大

辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
角
倉
關
岳
は
角
倉
了
以
か
ら
数
え
て
八
代
目
の
大
悲
閣
主
で
あ
り
、
明
治
初
年
大
悲
閣
を
万
福
寺
末
寺
と
し
た
の
だ
と
い
う

）
24

（
注

。
ま

た
『
続
・
京
都
史
跡
事
典
』
に
よ
る
と
、「
寺
は
明
治
維
新
の
際
、
大
悲
閣
を
除
き
、
境
内
、
山
林
、
什
宝
等
多
く
を
失
っ
た
が
、
明
治
に
な
っ
て
寺

地
を
拡
張
し
、
漸
次
諸
堂
を
整
備
し
た
」
と
い
う

）
25

（
注

。
こ
れ
ら
を
総
合
し
て
考
え
る
と
、
明
治
維
新
に
よ
り
多
く
が
失
わ
れ
た
大
悲
閣
の
再
建
の
た
め
、

角
倉
關
岳
は
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
行
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
悲
閣
再
興
の
一
つ
が
芭
蕉
句
碑
の
建
立
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
句
碑
建
立
に
協

力
し
て
き
た
人
物
は
村
上
碵
水
、
小
山
泰
山
、
信
天
翁
山
中
獻
に
つ
い
て
判
明
し
て
い
る
。
村
上
碵
水
は
『
鳥
取
大
学
附
属
図
書
館
報
』
に
よ
る
と
、「
嘉

永
年
間
に
活
躍
し
た
鳥
取
出
身
の
俳
人
で
あ
る
」
と
い
う

）
26

（
注

。
そ
し
て
「
京
に
居
を
定
め
つ
つ
も
、
諸
国
を
行
脚
し
て
他
国
の
俳
人
と
交
わ
り
、
と
き
に

故
郷
で
あ
る
鳥
取
に
帰
る
、
そ
ん
な
生
活
ぶ
り
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
考
察
さ
れ
て
い
る

）
27

（
注

。
小
山
泰
山
は
「
山
城
国
葛
野
郡
梅
津
村
」
に
住
ん
で
い

た
人
物
で
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
は
俳
書
『
福
禄
寿
』
を
ま
と
め
て
い
る

）
28

（
注

。
信
天
翁
山
中
獻
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

現
在
の
愛
知
県
碧
南
市
出
身
の
幕
末
維
新
期
の
文
人
で
あ
る
。
信
天
翁
は
静
逸
と
共
に
号
で
、
諱
は
献
と
い
う
。
篠
崎
小
竹
、
斎
藤
拙
堂
に
師
事

し
、
京
都
へ
上
っ
て
勤
王
の
志
士
と
交
わ
る
な
か
で
岩
倉
具
視
の
知
遇
を
得
、
維
新
後
官
吏
と
し
て
明
治
新
政
府
の
立
上
げ
に
尽
力
し
、
明
治
六

（
一
八
七
三
）
年
に
退
隠
し
た
。

以
後
、
京
都
の
下
鴨
や
嵐
山
の
山
荘
「
対
嵐
山
房
」
で
文
人
と
し
て
悠
々
自
適
の
生
活
を
送
り
、
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
に
死
去
し
た

）
29

（
注　

以
上
の
よ
う
に
、
句
碑
建
立
に
関
わ
っ
た
俳
人
た
ち
は
嵐
山
周
辺
に
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
俳
書
に
掲
載
さ
れ
る

だ
け
で
あ
っ
た
「
花
の
山
」
の
句
が
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
句
碑
建
立
の
十
三
年
後
、
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
に
「
洛
西
嵐
山
大
悲
閣
眺
望
之
圖
」
が
作
ら
れ
て
い
る
。
図
の
冒
頭
に
は
「
花
の

山
」
の
句
と
「
は
せ
を
」
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
大
悲
閣
の
入
り
口
に
は
「
は
せ
を
碑
名
」
と
句
碑
が
描
か
れ
、
句
碑
に
は
「
花
の
山
」
の

句
が
読
め
る
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る

）
30

（
注

。
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こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
明
治
期
に
入
る
と
大
き
な
契
機
と
し
て
「
花
の
山
」
の
句
碑
建
立
が
挙
げ
ら
れ
る
。
目
に
見
え
る
形
で
「
花
の
山
」

の
句
が
芭
蕉
の
作
だ
と
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。
ま
た
絵
図
に
描
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
句
碑
建
立
の
こ
と
が
よ
り
広
く
伝
わ
る
こ
と
に

な
る
。
角
倉
關
岳
が
意
図
し
た
通
り
、
人
々
に
芭
蕉
の
句
が
大
悲
閣
に
あ
る
こ
と
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

三
　
明
治
期
以
降
の
俳
書
と
句
碑
建
立
以
後
の
大
悲
閣

「
花
の
山
」
の
句
碑
が
建
立
さ
れ
て
以
降
、
芭
蕉
の
発
句
を
集
め
た
「
芭
蕉
集
」
が
相
次
い
で
編
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。「
花
の
山
」
の
句
は
必
ず
と

言
っ
て
い
い
ほ
ど
、「
芭
蕉
集
」
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
始
め
の
頃
は
「
芭
蕉
実
作
句
」
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
句
碑
建
立
後
「
花
の
山
」

の
句
を
「
芭
蕉
実
作
句
」
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
「
芭
蕉
集
」
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①　

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）　

花
の
本
秀
三
・
月
の
本
素
水
校
『
纂
註
芭
蕉
翁
一
代
集
』
今
古
堂

②　

明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）　

白
日
庵
守
朴
編
『
芭
蕉
翁
発
句
集
』
西
村
寅
二
郎

③　

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）　　

阿
心
庵
雪
人
編
『
芭
蕉
全
集
』
博
文
館

④　

明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）　

大
塚
壽
助
著
『
芭
蕉
俳
句
全
集
』
内
外
出
版
協
会

⑤　

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）　

角
田
眞
平
著
『
芭
蕉
句
集
講
義
』
春
之
巻　

博
文
館

⑥　

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）　　
　

沼
波
瓊
音
編
『
芭
蕉
全
集
』
岩
波
書
店

⑦　

大
正
十
四
年
（
一
九
二
四
）　　

角
田
竹
凉
校
訂
『
芭
蕉
翁
発
句
集
』
竹
冷
文
庫

⑧　

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）　　

神
田
豊
穂
著
『
日
本
俳
書
大
系
』
第
一
巻　

日
本
俳
書
大
系
刊
行
会

⑨　

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）　　
　

正
宗
敦
夫
編
『
芭
蕉
全
集
』
前
編　

日
本
古
典
全
集
刊
行
会

⑩　

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）　　
　

沼
波
瓊
音
編
・
贄
川
他
石
校
訂
『
芭
蕉
全
集
』
岩
波
書
店

⑪　

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）　　
　

神
田
豊
穂
著
『
普
及
版
俳
書
大
系
』
第
一
巻　
　

春
秋
社

）
31

（
注　

以
上
の
よ
う
に
、
多
く
の
「
芭
蕉
集
」
に
「
花
の
山
」
の
句
は
「
芭
蕉
実
作
句
」
の
「
春
の
句
」
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
状
況
が
変
わ
り
「
存

疑
句
」
と
さ
れ
て
い
く
の
は
、
主
に
昭
和
初
期
以
降
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
で
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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①　

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）　　

荻
原
井
泉
水
校
訂
『
芭
蕉
俳
句
全
録
』
聚
英
閣　
【
補
遺
・
考
證
不
明
】

②　

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）　　

桃
李
庵
編
『
芭
蕉
翁
一
代
集
』
文
光
堂
書
店　

 【
記
載
な
し
】

③　

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）　　
　

勝
峯
晋
風
編
『
新
編
芭
蕉
一
代
集
』
春
秋
社  　
【
芭
蕉
俳
句
不
審
抄
】

④　

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）　　
　

潁
原
退
蔵
校
註
『
芭
蕉
俳
句
集
』
岩
波
書
店　

 　
　

 【
考
證
】

⑤　

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）　　
　

服
部
畊
石
著
『
芭
蕉
句
集
新
講
』
下
巻　

四
條
書
房　
【
疑
問
の
一
】

⑥　

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）　

潁
原
退
蔵
編
著
『
新
校
芭
蕉
俳
句
全
集
』
全
国
書
房　
【
存
疑
句
】

⑦　

昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）　

中
村
俊
定
校
注
『
芭
蕉
俳
句
集
』
岩
波
書
店　
　
　
　
【
存
疑
句
】

⑧　

平
成
七
年
（
一
九
九
五
）　　
　

井
本
農
一
ら
注
解
『
松
尾
芭
蕉
集
』
一　

小
学
館　
　
【
存
疑
句

）
32

（
注

】

初
め
に
「
花
の
山
」
の
句
を
「
存
疑
句
」
と
判
断
し
た
の
は
、
荻
原
井
泉
水
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
荻
原
井
泉
水
は
「
花
の
山
」
の
句
が
「
芭
蕉
実

作
句
」
と
考
え
て
い
る
よ
う
な
節
も
あ
る
。『
芭
蕉
巡
礼
』
の
中
に
描
か
れ
た
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
三
月
の
大
悲
閣
訪
問
で
は
次
の
よ
う
に
書

い
て
い
る
。

温
泉
旅
館
の
手
前
の
舟
着
場
に
上
る
と
、
碑
が
立
っ
て
い
る
。

花
の
山
二
丁
の
ぼ
れ
ば
大
悲
閣　

芭
蕉

こ
の
句
で
あ
る
。

「
何
だ
か
名
所
案
内
の
よ
う
な
句
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
」

「
そ
う
云
え
ぬ
こ
と
も
な
い
が
、
ま
あ
即
興
的
に
云
っ
た
も
の
だ
ろ
う
、
桜
に
う
か
れ
騒
い
で
い
る
、
そ
こ
か
ら
僅
か
離
れ
た
所
に
静
か
な
御
堂

が
あ
る
。
そ
う
い
う
気
持
を
芭
蕉
は
出
し
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い

）
33

（
注

」

以
上
の
よ
う
に
、
荻
原
井
泉
水
自
身
は
「
花
の
山
」
の
句
を
「
芭
蕉
実
作
句
」
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も

こ
れ
以
後
「
存
疑
句
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
く
の
は
、
勝
峯
晋
風
に
よ
る
『
も
と
の
水
』
の
捉
え
直
し
が
大
き
い
。
井
上
重
厚
が
編
集
し
た
『
も
と
の

水
』
で
あ
る
が
、
井
上
自
身
が
各
地
を
訪
れ
る
中
で
集
め
た
「
芭
蕉
」
の
句
を
載
せ
た
と
さ
れ
て
い
る

）
34

（
注

。
し
か
し
『
も
と
の
水
』
以
前
の
出
典
が
存
在

し
な
い
も
の
も
多
く
、
い
つ
ご
ろ
ど
こ
で
詠
ま
れ
た
の
か
『
も
と
の
水
』
の
中
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い

）
35

（
注

。
そ
の
た
め
『
も
と
の
水
』
を
始
め
の

出
典
と
す
る
句
は
「
存
疑
句
」
と
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
が
、
だ
か
ら
こ
そ
す
べ
て
の
句
が
「
疑
わ
し
い
」
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
「
花
の
山
」
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の
句
は
多
く
の
人
が
大
悲
閣
を
訪
れ
、
句
碑
を
目
撃
し
て
い
る
。
そ
し
て
す
べ
て
の
人
が
「
芭
蕉
実
作
句
」
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、
否
定
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
「
芭
蕉
」
が
詠
ん
だ
句
と
し
て
自
然
と
受
け
止
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

例
え
ば
山
口
誓
子
は
『
句
碑
を
た
ず
ね
て
』
の
句
碑
巡
り
の
中
で
、
大
悲
閣
も
訪
れ
て
い
る
。

嵯
峨
へ
は
、
日
を
改
め
て
再
び
出
掛
け
た
。

渡
月
橋
の
小
橋
の
と
こ
ろ
か
ら
通
船
で
大
悲
閣
へ
行
く
。
船
で
し
ば
ら
く
待
っ
て
い
る
と
「
お
待
っ
と
う
は
ん
」
と
云
っ
て
若
い
船
頭
が
船
に

乗
っ
て
来
た
。

そ
の
日
も
水
量
は
多
か
っ
た
が
、
船
頭
は
棹
を
さ
し
て
川
上
へ
遡
っ
て
行
っ
た
。
小
倉
山
が
正
面
に
見
え
る
あ
た
り
で
、
船
は
岩
に
ご
つ
ん
と

ぶ
つ
か
っ
た
。
そ
こ
が
大
悲
閣
の
下
で
あ
る
。

山
の
登
り
口
に

　
　

花
の
山
二
町
登
れ
ば
大
悲
閣

自
然
石
の
平
ら
な
面
に
彫
ら
れ
た
こ
の
句
は
里
程
標
の
よ
う
な
句
碑
だ
。
芭
蕉
の
作
と
は
信
じ
難
い
。
明
治
十
一
年
の
建
立

）
36

（
注

。

山
口
誓
子
は
や
や
否
定
的
に
見
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
で
司
馬
遼
太
郎
は
「
街
道
を
ゆ
く
」
の
取
材
の
中
で
大
悲
閣
も
訪
れ
て
い
る
。

『
嵯
峨
日
記
』
に
よ
る
と
、
芭
蕉
は
こ
の
時
期
、
大
井
川
（
大
堰
川
・
保
津
川
）
に
舟
を
う
か
べ
、
千
鳥
ヶ
淵
の
む
こ
う
の
戸
無
瀬
の
淵
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
い
る
。
途
中
、
陸
に
、
陸
に
あ
が
り
、
大
悲
閣
の
石
段
を
の
ぼ
っ
た
こ
と
は
『
嵯
峨
日
記
』
に
は
出
て
い
な
い
。

た
だ
大
悲
閣
へ
の
の
ぼ
り
口
に
あ
る
芭
蕉
の
句
碑
に
よ
っ
て
そ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

花
の
山
二
町
の
ぼ
れ
ば
大
悲
閣

な
に
や
ら
挨
拶
じ
み
た
句
で
、
芭
蕉
の
作
品
と
す
る
よ
う
に
は
気
の
毒
の
よ
う
な
出
来
で
あ
る
。
芭
蕉
も
こ
の
句
を
『
嵯
峨
日
記
』
に
は
入
れ

て
い
な
い
し
、
重
ん
じ
も
し
な
か
っ
た
よ
う
で
、
私
の
手
も
と
の
二
種
類
の
『
芭
蕉
句
集
』
に
も
こ
の
句
が
な
い
。
お
そ
ら
く
地
元
で
句
会
を
ひ

ら
い
た
と
き
、
ひ
と
び
と
の
手
帳
に
も
こ
の
句
が
記
録
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
俳
諧
と
い
う
の
は
、
ま
ず
あ
い
さ
つ
で
あ
る
。
そ
の
座
に
き
て
、
前
栽
で
も
何
で
も
何
で
も
目
に
つ
い
た
め
ず
ら
い
し
い
も
の
や
こ
と
が
あ
れ
ば
、
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当
意
即
妙
の
句
を
つ
く
る
の
で
あ
る
」

と
い
う
の
は
、
芭
蕉
以
前
の
俳
諧
の
心
得
と
さ
れ
て
い
た
。
芭
蕉
も
ま
た
そ
う
で
あ
っ
た
ら
し
い
。『
嵯
峨
誌
』
に
よ
る
と
、
こ
の
句
碑
は
明

治
十
一
年
に
建
て
ら
れ
た
。

挨
拶
句
と
は
い
え
、
こ
と
ば
が
な
だ
ら
か
で
、
景
観
の
大
き
さ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
大
悲
閣
へ
の
石
段
が
二
町
（
一
町
は
約
一
〇
九

メ
ー
ト
ル
）
で
あ
る
こ
と
も
、
よ
く
わ
か
る
。
明
治
十
一
年
の
碑
文
に
も
「
且
ツ
、
此
ノ
閣
ニ
登
ル
道
標
ト
為
ス
」
と
あ
っ
て
、
り
っ
ぱ
な
句
が

実
用
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
俳
句
の
効
用
の
ひ
と
つ
と
い
っ
て
い
い

）
37

（
注

。

司
馬
遼
太
郎
は
「
花
の
山
」
の
句
を
「
芭
蕉
実
作
句
」
と
考
え
て
評
し
て
い
る
。「
街
道
を
ゆ
く
」
で
は
た
び
た
び
芭
蕉
の
こ
と
を
取
り
上
げ
て
い
る

の
だ
が
、「
芭
蕉
」
の
句
と
さ
れ
る
も
の
に
否
定
的
な
見
方
を
示
し
て
い
る
こ
と
も
多
い

）
38

（
注

。
し
か
し
「
花
の
山
」
の
句
は
「
芭
蕉
」
が
詠
ん
だ
と
考
え

て
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
他
に
も
正
岡
子
規
や
芥
川
龍
之
介
、
出
口
對
石
や
本
山
桂
川
と
い
っ
た
人
物
が
大
悲
閣
を
訪
れ
て
い
る

）
39

（
注

。「
芭
蕉
」
の
俳
句

の
分
類
上
は
「
存
疑
句
」
と
さ
れ
る
「
花
の
山
」
の
句
だ
が
、
受
け
止
め
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
共
通
し
て
い
る
の
は
「
花
の
山
」
の
句

を
「
芭
蕉
」
が
詠
ん
だ
も
の
と
強
く
意
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
　
現
代
に
生
き
る
大
悲
閣
と
芭
蕉
句
碑

こ
こ
ま
で
時
代
ご
と
に
「
花
の
山
」
の
句
と
、
大
悲
閣
に
建
立
さ
れ
た
芭
蕉
句
碑
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
現
在
「
花
の
山
」
の
句
や
芭
蕉
句
碑
が
ど

の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
七
月
三
十
日
に
現
地
を
訪
れ
、
千
光
寺
十
三
世
大
林
道
忠
住
職
に
お
話
を
伺
っ
た
。
ま

ず
嵐
電
嵐
山
駅
の
観
光
案
内
所
で
大
悲
閣
の
場
所
を
尋
ね
た
時
に
、
芭
蕉
句
碑
の
こ
と
も
伺
っ
た
が
、
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
観
光
案
内
所
だ

か
ら
こ
そ
ご
存
じ
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
芭
蕉
句
碑
の
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
る
と
い
う
証
左
で
あ
ろ
う
。
大
悲
閣
の
入
り
口
に
立
つ
芭
蕉
句
碑
は
、

き
れ
い
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。
他
地
域
で
は
明
治
時
代
に
建
立
さ
れ
た
碑
で
あ
っ
て
も
、
朽
ち
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
あ
る

）
40

（
注

。
し
か
し
「
花
の
山
」
の

句
碑
は
そ
う
で
は
な
い
。
句
碑
が
大
切
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大
林
住
職
の
お
話
に
よ
る
と
、
芭
蕉
は
大
悲
閣
を
訪
れ
「
花
の
山
」
の

句
を
詠
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
実
際
『
嵯
峨
日
記
』
の
頃
に
は
、
落
柿
舎
に
滞
在
し
、
保
津
川
で
舟
遊
び
に
興
じ
て
も
い
る

）
41

（
注

。
ま
た
大
悲

閣
の
建
立
者
で
あ
る
角
倉
了
以
は
保
津
川
を
始
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
河
川
の
整
備
に
関
わ
っ
て
い
る
。
一
方
で
芭
蕉
も
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）、
水
戸

藩
邸
の
防
火
用
水
に
神
田
川
を
分
水
す
る
工
事
に
携
わ
っ
た
事
が
知
ら
れ
て
い
る

）
42

（
注

。
共
通
点
の
あ
る
人
物
が
建
て
た
お
堂
を
見
逃
す
よ
う
な
人
物
と
も

思
い
難
い
。
だ
か
ら
こ
そ
「
花
の
山
」
の
句
は
残
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
「
花
の
山
」
の
句
は
受
け
継
が
れ
、
現
在
に
お
い
て
も
芭
蕉
が
詠
ん
だ
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と
信
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
在
で
は
新
聞
や
雑
誌
に
大
悲
閣
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
「
花
の
山
」
の
句
の
こ

と
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

）
43

（
注

。
そ
れ
は
「
花
の
山
」
の
句
の
句
碑
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
単
な
る
口
伝
え
だ
け
で
は
な
く
、
芭
蕉
句
碑
が
あ
る
こ

と
に
よ
っ
て
「
花
の
山
」
の
句
の
伝
承
は
信
憑
性
を
増
す
の
で
あ
る
。「
花
の
山
」
の
句
が
「
芭
蕉
実
作
句
」
と
証
明
さ
れ
る
に
は
、
新
し
い
史
料
の

発
見
を
待
つ
し
か
な
い
。
し
か
し
「
花
の
山
」
の
句
が
大
悲
閣
で
生
ま
れ
、
当
該
地
域
に
定
着
し
、
芭
蕉
句
碑
を
建
立
す
る
こ
と
で
「
花
の
山
」
の
句

に
ま
つ
わ
る
伝
承
が
権
威
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。

さ
ら
に
句
碑
が
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
大
悲
閣
の
再
興
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
を
前
述
し
た
。
大
悲
閣
の
再
興
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
芭

蕉
句
碑
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
大
悲
閣
を
詠
ん
だ
も
の
に
は
石
川
凹
の
漢
詩
や
萩
原
広
道
の
和
歌
も
存
在
し
て
い
る

）
44

（
注

。
た
だ
大
悲
閣

を
詠
ん
だ
碑
を
建
て
る
の
で
あ
れ
ば
、
石
川
詩
碑
で
も
萩
原
歌
碑
で
も
よ
か
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
大
悲
閣
を
再
興
す
る
た
め
に
は
多
く
の
援
助
が
必

要
で
あ
る
。
多
く
の
援
助
を
得
る
た
め
に
は
、
芭
蕉
が
訪
れ
句
を
詠
ん
だ
こ
と
を
顕
彰
す
る
こ
と
が
一
番
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
「
花
の
山
」
の
句
に
焦
点
を
当
て
、
句
や
句
碑
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
の
か
を
考
察
し
て
き
た
。
今
回
論
じ
て
き
た
の
は
、
あ

く
ま
で
一
つ
の
事
例
に
過
ぎ
な
い
。
全
国
に
は
同
じ
よ
う
な
「
存
疑
句
」
と
分
類
さ
れ
る
句
が
多
く
伝
わ
っ
て
い
る
。
他
の
地
域
で
は
ど
の
よ
う
に
伝

え
ら
れ
て
い
る
の
か
。
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
か
。
一
つ
ず
つ
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
「
存
疑
句
」
同
士
で
比
較
す
る

こ
と
で
見
え
て
く
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。「
存
疑
句
」
を
「
芭
蕉
実
作
句
」
と
証
明
す
る
こ
と
は
現
段
階
で
は
難
し
い
。
し
か
し
芭
蕉
が
詠

ん
だ
と
伝
え
、
信
じ
ら
れ
て
い
る
「
存
疑
句
」
の
存
在
は
明
ら
か
に
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

【
注
】

注
1　

石
田
孝
嘉
著
『
続
・
京
都
史
跡
事
典
』
二
〇
〇
六　

新
人
物
往
来
社
。

注
2　
（
1
）
と
同
書
。

注
3　

中
村
俊
定
校
注
『
芭
蕉
俳
句
集
』（
一
九
七
〇　

岩
波
書
店
）、
井
本
農
一
ら
注
解
『
松
尾
芭
蕉
集
』
一
（
一
九
九
五　

小
学
館
）
な
ど
に
「
存
疑
句
」
と
し
て
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

注
4　

穎
原
退
蔵
編
『
芭
蕉
俳
句
全
集
』
一
九
四
七　

全
國
書
房
。

注
5　

竹
内
千
代
子
著
「
芭
蕉
の
存
疑
句
―
重
厚
蒐
集
の
芭
蕉
発
句
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
関
西
大
学
国
文
学
会
編
『
国
文
学
』
七
一
号　

一
九
九
四
年
六
月　

自
刊
）。

注
6　
（
5
）
と
同
書
。
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注
7　

落
柿
舎
重
厚
編
『
も
と
の
水
』
一
七
八
七
自
序　

刊
行
年
不
明　

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
。

注
8　

高
木
蒼
梧
著
『
俳
諧
人
名
辞
典
』
一
九
六
〇　

明
治
書
院
。

注
9　
（
8
）
と
同
書
。

注
10　

虬
戸
庵
素
綾
編
『
風
羅
袖
日
記
』
一
七
九
九
自
序　

刊
行
年
不
明　

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
。

注
11　

古
学
庵
仏
兮
ら
編
『
俳
諧
一
葉
集
』
一
八
二
七
序　

刊
行
年
不
明　

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
。

注
12　

月
院
社
何
丸
編
『
芭
蕉
翁
句
解
参
考
』
春　

一
八
三
〇
自
序　

刊
行
年
不
明　

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
。

注
13　
（
12
）
と
同
書
。

注
14　

山
口
敬
太
ら
著
「
近
世
の
紀
行
文
に
み
る
嵯
峨
野
に
お
け
る
風
景
の
重
層
性
に
関
す
る
研
究
」（『
土
木
学
会
論
文
集
』
Ｄ　

六
六
巻
一
号　

二
〇
一
〇
年
一
月　

土
木

学
会
）。

注
15　
（
14
）
と
同
書
。

注
16　

駒
敏
郎
ら
編
『
史
料　

京
都
見
聞
記
』
第
一
巻
〜
第
三
巻　

一
九
九
一
年　

法
蔵
館
。

注
17　
（
16
）
と
同
書
。
正
し
く
は
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
に
石
瓦
翁
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
『
百
た
ら
ず
の
日
記
』
に
も
あ
る
。
し
か
し
「
大
悲
閣
を
見
の
こ
し
侍
る
と

そ
恨
な
り
け
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
み
で
、
大
悲
閣
に
行
っ
た
わ
け
で
も
な
く
、
大
悲
閣
の
描
写
も
な
い
の
で
、
今
回
は
除
外
し
た
。『
百
た
ら
ず
の
日
記
』
は
駒
敏

郎
ら
編
『
史
料　

京
都
見
聞
記
』
第
二
巻
（
一
九
九
一
年　

法
蔵
館
）
所
収
。

注
18　

黒
川
道
祐
編
『
近
畿
歴
覧
記
』（
駒
敏
郎
ら
編
『
史
料　

京
都
見
聞
記
』
第
一
巻　

一
九
九
一
年　

法
蔵
館
）。

注
19　
（
18
）
と
同
書
。

注
20　

津
村
淙
庵
編
『
思
出
草
』（
駒
敏
郎
ら
編
『
史
料　

京
都
見
聞
記
』
第
二
巻　

一
九
九
一
年　

法
蔵
館
）。

注
21　

西
澤
一
鳳
軒
編
『
綺
語
文
章
』（
駒
敏
郎
ら
編
『
史
料　

京
都
見
聞
記
』
第
三
巻　

一
九
九
一
年　

法
蔵
館
）。

注
22　

秋
里
籬
島
編
『
都
名
所
図
会
』
巻
之
四
「
右
白
虎
」
一
七
八
六　

吉
野
家
為
八　

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
。

注
23　

堀
永
休
編
『
嵯
峩
誌
』（
一
九
三
二　

嵯
峨
自
治
會
）
を
参
考
に
、
執
筆
者
が
訓
点
と
句
読
点
を
施
し
た
。

注
24　

国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
第
八
巻　

一
九
八
七　

吉
川
弘
文
館
。

注
25　
（
1
）
と
同
書
。

注
26　

住
川
英
明
著
「
書
画
と
い
う
〝
対
話
〞」（
鳥
取
大
学
附
属
図
書
館
編
『
鳥
取
大
学
附
属
図
書
館
報
』
第
九
十
九
号　

二
〇
〇
二
年
四
月　

自
刊
）。

注
27　
（
26
）
と
同
書
。

注
28　

小
山
泰
山
編
『
福
禄
寿
』
一
八
八
九
跋　

刊
行
年
不
明　

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
。

注
29　

豆
田
誠
路
著
「
文
人
山
中
信
天
翁
の
交
友
関
係
と
書
画
文
玩
」（『
碧
南
市
藤
井
達
吉
現
代
美
術
館
紀
要
』
四　

二
〇
一
七　

自
刊
）。

注
30　

石
田
有
年
画
「
洛
西
嵐
山
大
悲
閣
眺
望
之
圖
」
一
八
九
一　

京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
。

注
31　

中
村
俊
定
校
注
『
芭
蕉
俳
句
集
』（
一
九
七
〇　

岩
波
書
店
）
を
参
考
に
し
て
選
定
し
、
実
際
に
書
籍
を
確
か
め
て
確
認
し
た
。

注
32　

中
村
俊
定
校
注
『
芭
蕉
俳
句
集
』（
一
九
七
〇　

岩
波
書
店
）
を
参
考
に
し
て
選
定
し
、
実
際
に
書
籍
を
確
か
め
て
確
認
し
た
。

注
33　

荻
原
井
泉
水
著
『
芭
蕉
巡
礼　

随
筆
芭
蕉
Ⅳ
』
一
九
五
五　

春
秋
社
。

注
34　
（
7
）
と
同
書
。

注
35　

中
村
俊
定
校
注
『
芭
蕉
俳
句
集
』
一
九
七
〇　

岩
波
書
店
。
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注
36　

山
口
誓
子
著
『
句
碑
を
た
ず
ね
て
』
一
九
六
五　

朝
日
新
聞
社
。

注
37　

司
馬
遼
太
郎
著
「
嵯
峨
散
歩
」（『
司
馬
遼
太
郎
全
集
』
第
五
十
九
巻　

一
九
九
九　

文
藝
春
秋
）。

注
38　

司
馬
遼
太
郎
著
「
近
江
散
歩
」（『
司
馬
遼
太
郎
全
集
』
第
五
十
七
巻　

一
九
九
九　

文
藝
春
秋
）
で
は
、「
正
月
も
美
濃
と
近
江
や
閏
月
」
と
い
う
「
存
疑
句
」
に
対
し

て
、
や
や
否
定
的
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。

注
39　

正
岡
子
規
著
『
松
蘿
玉
液
』
一
九
八
四　

岩
波
書
店
。
葛
巻
義
敏
編
『
芥
川
龍
之
介
未
定
稿
集
』
一
九
六
八　

岩
波
書
店
。
出
口
對
石
著
『
芭
蕉
塚
』
一
九
四
三　

長

崎
書
店
。
本
山
桂
川
著
『
芭
蕉
名
碑
』
一
九
六
一　

彌
生
書
房
。

注
40　

群
馬
県
沼
田
市
戸
神
町
に
あ
る
虚
空
蔵
尊
の
境
内
に
は
、「
花
之
本
桃
青
大
神
」
と
刻
ま
れ
た
碑
が
建
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
「
ほ
の
ぼ
の

社
」
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
実
際
に
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
八
月
七
日
に
現
地
を
訪
れ
た
が
、
虚
空
蔵
尊
の
本
堂
は
掃
除
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
芭

蕉
の
神
号
碑
は
劣
化
し
判
読
が
難
し
く
な
っ
て
い
た
。
ま
た
す
ぐ
脇
に
支
柱
が
あ
り
お
そ
ら
く
説
明
版
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
い
ま
は
何
も
な
く
な
っ
て
い
た
。

注
41　

井
本
農
一
ら
注
解
『
松
尾
芭
蕉
集
』
二　

一
九
九
七　

小
学
館
。

注
42　

今
栄
蔵
著
『
芭
蕉
年
譜
大
成
』
一
九
九
四　

角
川
書
店
。

注
43　

例
え
ば
「
お
ま
い
り
日
和　

大
悲
閣
千
光
寺
」『
読
売
新
聞
』
夕
刊　

二
〇
二
二
年
四
月
十
四
日
の
記
事
に
お
い
て
も
、
冒
頭
で
芭
蕉
の
句
碑
は
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

注
44　

石
川
凹
の
漢
詩
と
は
「
大
井
川
」
で
あ
る
。
仁
科
白
谷
編
『
嵐
山
風
雅
集
抜
書
』（
一
八
三
九　

弘
前
市
立
図
書
館
蔵
）
所
収
。

　
　
　

ま
た
萩
原
広
道
の
和
歌
と
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

嵐
山
の
花
見
に
も
の
し
け
る
時
大
悲
閣
に
て
、
ふ
け
は
ち
る
（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
短
冊
）
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